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議事内容　　　（1）令和2年度第2期浜松市スポーツ推進計画の評価について
　　　　　　　　（2）令和3年度第2期浜松市スポーツ推進計画の取り組みについて
連絡事項　　　（1）ブラジルホストタウンの取り組み状況について

　　　　　　　（2）浜松市をホームとするプロスポーツチームについて
　　　　　　　（3）ジュニアアスリート・ランニングクリニックについて
　　　　　　　（4）浜松市ジュニアスポーツ競技力向上等事業費補助金交付要綱について

議事録作成者　　スポーツ振興課　　北村　宏樹
記録の方法　　　発言者の要点記録
録音の有無　　　有
【議　事】　　司会　　太田　正義　会長
（1）令和2年度第2期浜松市スポーツ推進計画の評価について
司会（太田正義会長）

ただ今から議事に入ります。議事（1）「令和2年度第2期浜松市スポーツ推進計画の評価について」、説明をお願いします。
事務局（北村）

　　　会議資料１をご覧ください。

　　　本年度最後の審議会になりますので、本年度の第2期浜松市スポーツ推進計画の取り組みについて評価し、実績・成果に関する説明と考察、今後に向けた課題についてまとめました。まだ、本年度3月がありますので、数値が出ていない、変更になるものもありますが、2月末時点での評価となります。
　　　はじめに、「するスポーツ」についてです。評価指標、

1生涯スポーツ施設の利用者数については、年度末に各区より報告があるため、未記入となっています。




2 学校や競技団体へのトップアスリート派遣件数については、目標22件に対して19件、達成率は86%で評価4。 

3 障がい者スポーツ体験者人数については、目標8,000人に対して365人、達成率は5％で評価1。

4 小体連・中体連との連携数については、目標5回に対して3回、達成率60%で評価3。 

5 成人の週1回以上のスポーツ実施率については、目標65％に対して49.5％、達成率は76%で評価3。

6 障がい者の週1回以上のスポーツ実施率については、本年度調査を実施していません。

　　　実績・成果に関する説明と考察についてです。

第3回の審議会でも説明しましたが、市民アンケート調査（2020年7月、市内在住の満18歳以上の市民の中から無作為に3,000人に実施）の結果、「ほぼ毎日」（12.2％）、「週3回以上」（16.0％）を合わせた『週3回以上』が28.2％、『週3回以上』と「週1回以上」（21.3％）を合わせた『週１回以上』は49.5％、『年に1回もしない』は23.8％となりました。これは、令和元年度調査と比較すると、『週1回以上』は7.0ポイント、『週3回以上』は5.1ポイントそれぞれ増加しました。これは、コロナの影響により、様々なスポーツのイベントや大会等が制限・自粛される中で、健康のためにスポーツをしなければという意識が高まったからではないかと考えます。逆に、『年に1回もしない』も4.0ポイント増加しました。イベントの中止により、年に数回、イベント等に参加することでスポーツを実施していた人が、スポーツに取り組むことができなかったからではないかと考えます。

スポーツ実施率が低い、子育てや働き盛り世代に対し、楽しく体を動かすよう働きかけを進めていくことが必要だと考え、スポーツの捉え方の意識改革「スポーツ・イン・ライフ（スポーツが生活にとけ込み、日常的に親しまれているライフスタイル）」の考え方を広報はままつに掲載し、市民に周知しました。日常生活の中で行う生活行動（徒歩での通勤やひと駅歩き、階段昇降や散歩など）も、目的をもち楽しく実施することで、健康増進や豊かな生活に繋がるという考え方、日常生活の中で意識的に行う生活活動や軽い運動等も「スポーツ」に位置付けるという考え方、コロナ禍の今だからこそ「スポーツ・イン・ライフ」の考え方を市民に周知していくことが大切であると考えています。

トップアスリート連携事業を実施し、幼稚園、小学校等にトップアスリート等を派遣しました。本年度は、地域総合型スポーツクラブ、浜松市体育協会の事業にも新たに派遣し、「するスポーツ」だけでなく、「みる」「ささえる」スポーツが連携した取り組みを行いました。また、これまで派遣実績がない天竜区や北区の学校等にもトップアスリート等を派遣することができ、広く市民が一流のアスリートと触れ合う機会を提供することで、スポーツへの関心を高めることができました。

ジュニアスポーツ育成として、浜松市中学校体育連盟に「ジュニア選手育成強化事業」を業務委託しました。本年度は中体連主催の全国大会は開催されませんでしたが、代替大会の全国大会で優勝する選手や県大会で優勝するチームが出るなど、ジュニア選手の競技力向上に寄与することができたのではないかと考えています。

障がい者スポーツ競技普及として、スポーツ推進委員に対してボッチャ研修会を実施しました。また、ボッチャ用具の貸し出しも行いました。市が関わったものの人数を評価しましたので、評価は低くなっておりますが、新聞等を見るといろいろなところで障がい者スポーツを体験している人が多いことが分かります。各地区でスポーツ推進委員が講師となり体験会を行ったり、学校が用具を借りて児童生徒がボッチャを体験したりするなど、年齢や性別、障がいの有無を問わず誰もが取り組むことができるスポーツとして市民に広がってきているように思います。

今後に向けた課題についてです。

　　　本年度はコロナの影響で様々なスポーツ大会やイベントが中止となりました。コロナ禍の中で、スポーツが「できない」ではなく、「できる」ことを見出していく必要があると考えています。市民が気軽に参加でき、日ごろの練習の成果を発揮する機会となる、市民参加型のスポーツイベントが実施できるよう運営方法等を検討していきます。

コロナの影響による市民のスポーツに対する意識の変化をスポーツ実施率向上のチャンスとして捉えています。市民のニーズに応じた取り組みを検討していきたいと思います。

年齢や性別、障がいの有無を問わず、誰もが取り組むことができるインクルーシブスポーツの推進として、トップアスリート連携事業に障がい者スポーツ選手の派遣を追加するなど、事業の拡充を図っていきます。

　

次に「みるスポーツ」です。評価指標、

1 大規模スポーツ大会・合宿等誘致数については、目標10件に対して1件、達成率は10%で評価1。 

2 オリンピック・パラリンピック関連事業交流人数については、目標1700人に対して864人、達成率は51%で評価2。 

3 トップアスリートの公開動画再生回数（回）については、目標8,000人に対して21,324人、達成率は267%で評価5。 

4 小中学生のトップアスリートのパフォーマンスに触れる人数については、目標1,500人に対して1,440人、達成率は96%で評価4。 

5 成人の年１回以上のスポーツ観戦・応援実施率については、目標50％に対して38％、達成率は76%で評価3。

　    平均評価点は3となりました。
　   実績・成果に関する説明と考察です。

市民アンケート調査（2020年7月、市内在住の満18歳以上の市民の中から無作為に3,000
人に実施）の結果、「ほぼ毎日」（0.5％）、「月に数回程度」（5.0％）、「月に1回程度」（2.9％）、「年に数回程度」（16.6％）、「年に1回程度」（13.0％）を合わせた『年1回以上』は38.0％となり、推進計画の目標を12.0ポイント下回りました。また、令和元年度との比較では3.7ポイント下回りました。「スポーツ観戦・応援をしない」は60.6％でした。本年度は、コロナ感染拡大防止のため、スポーツ観戦・応援について制限されていたことが影響していると考えます。

オリンピック・パラリンピック・ムーヴメント事業として、オリンピック・パラリンピック教育推進校5校（864人）とブラジルパラリンピック選手とのリモートでの交流を図りました。パラリンピック選手との交流を通じて異文化への理解を深め、さらには障がい者への理解を深め、将来の共生社会の担い手として活躍するための資質を育むことができたと考えます。

市内小学6年生を対象とした四ツ池公園陸上競技場リニューアルイベントの開催にあたり、チラシを全小学校へ配布しました。参加児童だけでなく、付添の保護者にもトップアスリートのパフォーマンスにふれる機会を提供しました。保護者対象の講座も同時に開催することで、保護者も参加して良かったという満足感を与えることができたのではないかと思います。

トップアスリート連携事業で、トップアスリート等を幼稚園や小学校に派遣し、多くの子どもたちがトップアスリートのパフォーマンスに触れることができました。合わせてチームの活動や試合日程等の広報活動をすることで、スポーツへの関心を高めることができました。トップアスリートと交流した子どもが、選手の試合を見るために試合会場に訪れる姿も見られました。また、トップアスリート連携事業の一環で、コロナ感染予防のため外出自粛中の市民の運動不足や気分転換を目的として制作した「おうちトレーニング動画」を市のホームページで公開しました。多くの方に視聴していただくことで、浜松市として応援する選手を周知することができました。子どもたちだけでなく、トップアスリート側にとっても有意義な事業になっていると考えています。

今後に向けた課題についてです。

　　次年度開催予定の東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、スポ
ーツと身近に接する機会創出のための施策を進めていく必要があると考えています。

コロナ禍の中でスポーツ観戦・応援が制限されている中で、「おうちトレーニング動画」の公開等、ICTを活用してトップアスリートのパフォーマンスに触れることができるような方法を更に検討していきたいと思います。

　　最後に「ささえるスポーツ」です。評価指標、

1 地域スポーツ指導者登録者数については、目標405人に対して288人、達成率は71%で評価3。 

2 スポーツ推進委員研修会参加延べ人数については、目標350人に対して128人、達成率は37%で評価1。 

3 ボランティアバンク登録者数については、目標500人に対して209人、達成率は41%で評価2。 

4 成人の年１回以上のスポーツ支援実施率3については、目標35％に対して15.2％、達成率は43%で評価2。 

5成人の公共スポーツ施設利用満足度については、報告は年度末になりますので、数値は空欄となっております。

　  実績・成果に関する説明と考察

　　市民アンケート調査（2020年7月、市内在住の満18歳以上の市民の中から無作為に3,000
人に実施）の結果、「ほぼ毎日、支援活動を行った」（1.0％）、「月に数回のペースで支援活動
を行った」（7.3％）、「年に1回は支援活動を行った」（6.9％）を合わせた『年1回以上』は
15.2％となり、推進計画の目標を19.8ポイント下回りました。ただし、令和元年度との比較
では3.2ポイント上回る回答結果となりました。年代別で見ると、『年1回以上』の割合が最
も高かったのは40歳代の23.4％でした。これは、自身の子どもがスポーツ少年団や部活動
に所属し、保護者として手伝いをする機会が多いことが要因の1つと考えられます。

スポーツ推進委員が今後の障がい者スポーツへの支援や地域のコーディネーターとして対応していくための研修会を開催しました。浜松市の研修会では、「ボッチャ」について浜松市体育協会の山本昌辰氏から実技も踏まえた講義をしていただきました。研修で学んだことを活かして、スポーツ推進委員を指導者として地域のボッチャ体験会に派遣することができました。

ボランティア機会の創出として、昨年度「トルシーダ・ブラジル」応援団1,000人募集をしました。東京2020大会の1年延期に伴う登録者への活動継続調査を行ったところ、811人（令和2年12月1日時点）の登録が確認できました。辞退された方については、日程が1年延期となったことや新型コロナウイルス感染に対する不安などが辞退の大きな要因と推察されます。今後については、国の新型コロナウイルス感染症対策調整会議が公表する手引きに基づく感染症対策、研修内容の詳細、事前合宿の日程など、各種情報をきめ細かく提供し、不安要因の解消に努めていきます。

トップアスリート連携事業の中で、運営スタッフとしてボランティア機会の創出を図り、地域スポーツ指導者や人材バンクに登録している方に参加していただきました。ボランティア業務だけでなく、子どもたちとともにトップアスリートのパフォーマンスにふれる機会を提供することで、メリット感の創出を図ることができました。

今後に向けた課題についてです。

　  東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の延期により、「トルシーダ・ブラジル」
の活動機会がなくなったことで、「トルシーダ・ブラジル」が広く市民に周知されていないこ
とが市民アンケートから確認できました。「トルシーダ・ブラジル」の活動について、PRを
強化していく必要があります。

多くの年代に支援の動きが広がるよう、スポーツイベントなどにおけるボランティア活動の醸成や指導の支援者を増やす取り組みが必要であると考えています。

以上が本年度の第2期スポーツ推進計画評価になります。本年度の審議会において何度も
申し上げましたが、コロナの影響により数値は昨年度よりも低くなっております。コロナ禍の中での取り組みになりましたが、外部評価として、スポーツ推進審議会で委員の皆様からご意見をいただきまして、来年度の取り組みを今後検討していきたいと思います。忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。
司会（太田正義会長）

　　　　アンケート調査ですが、市民アンケートでは性別と年代でクロス集計が出てくると思いますが、区ごとの調査も見た方がよいかと思います。各区のデータもあるかと思います。何が言いたいかと言いますと、うまくいっているところをより詳細に分析した方がよいということです。コロナでうまくいかなかったのは当然なのですが、うまくいっているところ、意外と頑張っているところもあると思います。例えば「する」スポーツでいうと、週1回以上のスポーツ実施率が増加しているわけですよね。ただ二極化している可能性は考えられる。そうするともう少し詳しく、どの区であるとかそういうのを追っかけてみると、どこでも平均して伸びているだとか、街中の方が多いだとか、田舎の方は少ないだとか、そのように調べていくと、うまくいってないところよりもうまくいっているところの理由を知りたい気持ちがあります。もし可能でしたらそのようなデータを当たってみたらどうでしょうか。
　事務局（北村）

　　　　公表しているのとは別に行政区ごとや職業別等のデータもありますので、次回の審議会で提示させていただきます。
　司会（太田正義会長）

情報が多くあると思いますので、それを見ていくとより細かく分析ができると思います。健康のためにスポーツをしなければという推測が合っているのかどうかだとか、どの層に向けて対策を講じればよいのかだとか、そういったことを含めて見ていく必要があると思います。第2期推進計画策定前に「浜松市スポーツ（運動）に関する市民意識調査」を実施したとき、そのデータを細かく見ていくと、30代はスポーツへの意識はあるけど時間がないというのがものすごくはっきりと出てきていて、尚且つ軽スポーツを求めているというのが分かりました。激しくはやりたくないけど、軽スポーツならスポーツを始めるとっかかりとしてやってみたい。実際にお年寄りもジョギングやウォーキング等の軽スポーツをやっています。スポーツ実施率を高めるには軽スポーツであるというのがデータに出てきています。そういったデータは可能であるならばどんどん活用していくべきだと思います。
　司会（太田正義会長）

　　　　続けて、「するスポーツ」のところで、「障がい者の週1回以上のスポーツ実施率」を目標で40％としていますが、これはどうしてこの目標が立てられているのでしょうか。以前、障がい者については調査をとったことがあるかと思いますが。
　事務局（金子）

　　　　こちらについては、市民アンケートでは無作為抽出ということで、属性に障がいの有無についてチェックしてもらうわけにもいかず、この実績を図るのが難しいです。前回の調査については、ピンポイントで特別支援学校にお願いをして卒業生や在校生にアンケートを実施しました。今後、この調査のとり方も考えなければいけないですし、場合によっては目標値についても、何も障がいの有無に関わらず作る必要もないのではないかと考えています。
　司会（太田正義会長）

　　　　目標が立っているけれども、調査ができていないというのは、いろいろな意味で難しいということですね。ただ、世間にしっかりと訴えていくには、あえてとるというのも1つの方法だと思います。第2期推進計画策定前には「うまく身体を動かすことができない」というような項目を入れて市民アンケートを実施し、身体の状態をとってあったと思います。そういった調査をしていれば、そこから見ていくことはできると思います。ただ、それは障がいがあるかないかは認知の問題になります。目標値を立ててあるのであれば少し調査方法も検討していただければと思います。
　本間秀太郎委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）

　　　　先ほどトップアスリート連携事業の関係で事務局から報告がありましたが、トップアスリートと交流した子どもたちの感想としてどのようなものがあったかを紹介します。ラグビーのヤマハ発動機ジュビロの選手が派遣された小学校の子どもですが、「本物のラグビーの技を見ることができた。パスが正確で力強くすごいなと思った。本物の試合をヤマハスタジアムに是非見に行きたい。」という感想を述べています。また、和田東小にヤマハ発動機の矢富選手が派遣されたときに、私も実際に現場を見に行きました。矢富選手はいろいろな怪我の話をしてくれたのですが、怪我をしても最後まであきらめないでしっかりとレギュラーを勝ち取ったという話を聞いた子どもからは、「怪我をしても最後まであきらめない姿勢、努力をし続けていくことが必要だと思った。私も自分の好きなことを最後までやり続けていきたい。」という感想がありました。もう1つ、今度はスズキアスリートクラブの選手になりますが、子どもは「夢をもって毎日努力していることがすごい。私も努力すること、挑戦することを続けたいと思う。」という感想を述べています。子どもたちがトップアスリートと触れ合うことによって、挑戦していく気持ちや怪我をしても毎日努力をしていることなど、そうした姿勢や心構えを教えていただけるのです。このことが子どもたちに非常によい影響を与えていると思います。一人でも多くの子どもたちが、トップアスリートに触れ合えるような事業に今後していけるように体育協会も一緒にやっていきたいと思います。
　司会（太田正義会長）

　　　　子どもたちの感想を聞くと、次につながるものになりそうですよね。トップアスリートとの交流を通して、実際に見に行ったであるとか、参加してみたであるとか、そういった影響が分かるとよいと思います。
　本間秀太郎委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）
　　　例えば、交流した選手がテレビに映し出されていれば、この選手に自分は教えてもらったのだと、子どもたちも選手を覚えたり、応援したりするようになると思います。とてもよい取り組みだと思います。
司会（太田正義会長）
　　　調査の話をしてばかりで申し訳ありませんが、調査をしてみたいところですね。そこはピンポイントですごく効果が上がるところだと思います。本物に触れることによって何か行動化する、例えば意識が変わる、それから取り組み方が変わる、後は実際に見に行くなどの変化が分かればよいです。実際に見に行くことで参加率、実施率も上がってくるわけですよね。事業の評価としては、そういうトップアスリートと触れ合うということは、結構コストもかかる事業だとすると、そのように評価をしっかりと図っていくことで、何か訴えることができるのではないかと思います。すごく成果が出そうな事業だと思います。これは学校の希望者が参加するものですか。
事務局（金子）

　　　授業で実施することもあります。

司会（太田正義会長）
　　　授業であると、授業後少し経ってから、トップアスリート連携事業に参加してその後スポーツへの意識が変わったかだとか、何かスポーツに参加しましたかだとか、そういったものを大変なのですが調査をしてみてはどうでしょうか。学校には、数か月後にアンケートをお願いするかもしれませんとあらかじめ了解を得ておくとよいと思います。参加したことによってその後どうなったのか調査することで、何も出てこないかもしれないですけど、出てきたら売りになりますね。

事務局（北村）

　　　学校からは事業終了後に実施報告書を提出していただいています。本間委員が先ほどおっしゃったような子どもたちの声を報告書から拾うことができます。こちらが調査をしたい項目を入れたアンケートを作成し、学校側にお願いをしていくことは可能であると思います。
司会（太田正義会長）

　　　評価指標を見ると、学校にかかわるようなものはそんなに評価は落ちていない、他の項目に比べるとよいように思います。尾田委員に質問ですが、学校の状況は今どのようなものなのでしょうか。来年度ことも含めて、推進計画にかかわるような部分で何かご意見がありましたらお願いします。
尾田聡弘委員（浜松市小学校体育連合会長）
　　　お陰様で学校の方は、行事やスポーツ関連の取り組みに対しては市の方で予算をとっていただいて、少しずつではありますが年々充実してきているかと思います。それだけ子どもの健康や安全、仲間づくりなど、そういったことに体育やスポーツが寄与している、ウエイトを占めているということが浸透してきていることだと思います。どうしてもコロナの話になってしまいますが、コロナのため本年度の前半は休校等もあり教育活動そのものが停滞してしまいましたが、後半は例年とそれほど変わらずに教育活動を展開することができました。もちろん感染予防に努めながら、マスク着用、距離を保つなどをきちんと徹底しながら、通常の体育的活動、スポーツ活動に取り組むことができました。その中で、先ほどの話になりますが、市の方からいろいろなイベント等を進めていただいていますので、子どもたちはそういった機会に十分に恵まれているのではないかと思います。先ほど太田会長からアンケートの話が出ましたが、学校でもそういった事業を実施した後は多かれ少なかれ子どもたちに感想みたいなものを書かせています。そして教師が最後の振り返りを見届けています。市の方で何かしら評価項目ではないですが、簡単なアンケートがあると、より評価を最後まとめやすいかと思います。子どもたちからは非常によかったという話を聞きます。前回の審議会でもお話させていただきましたが、本校でもブラインドサッカーをオリパラ教育の一環で実施しましたが、子どもたちはブラインドサッカーの選手の動きを見て「すごい。」という感想をもっていましたし、そういったことに関心をもつ1つのよい機会になったと思います。ウィズコロナということをとにかく念頭に置き、できることをやっていくことを来年度も徹底していきたいと思います。
　　　もう1つ別の話になりますが、「本年度はコロナのためいろいろな活動が制限されてしまった」ということがどうしても枕詞のように出てきてしまうのですが、やはり、ある程度来年度もウィズコロナということを念頭に、いろいろな活動を進めていかなければならないと思います。学校では教育課程もそのように組んでおります。来年度の計画の数値にもかかわってくることかと思いますが、コロナがあるということを前提にいろいろなことを考えていかなければいけないと感じています。
司会（太田正義会長）

　　　対外的なイベントや試合は今までと変わらず、何となくできる形にはなっているのですね。

尾田聡弘委員（浜松市小学校体育連合会長）
　　　小学校では対外的なものは、本年度については自校開催、記録会という形で行いました。中学校では十分にできているようです。
司会（太田正義会長）

　　　学校単位の中では問題なく再開されているということですね。同じ学校つながりで幼稚園の方は遊戯や遊びなどにかかわってくると思いますが油井委員どうでしょうか。

油井房代委員（元浜松市幼稚園長会会長）
　　　幼稚園の方にもトップアスリートを派遣していただいています。トップアスリートと触れ合うことができた保護者の方からはとてもよかったという声を聞いています。子どもたちはどこまで分かっているかというと疑問なのですが、トップアスリートのその姿を見て自分もなりきっています。幼稚園の年少などは男女差がありません。男の子も女の子も同じようにサッカー等に取り組んでいます。それを見てお母さんたちも何かやろうという気持ちになっているようです。トップアスリート連携事業はこれからももっと数を多くして広めていただけるとよいと思います。働き盛りや子育て中の方も、子どもを見て自分も若いときはこうだったなと、ちょっと昔やっていたことを思い出してやってみたいな、そんな思いがよみがえっているのではないかと感じています。
司会（太田正義会長）

　　　学校や園では問題なく、運動やスポーツに取り組めているようですね。障がいスポーツや対外的なところが課題なのかと思います。髙山委員、何かスポーツ推進委員の立場からご意見があればお願いします。

髙山久仁江委員（浜松市スポーツ推進委員連絡協議会女性部長）

　　　スポーツ推進委員として、令和2年度はほとんど活動できず、大会等も全て中止になってしまいました。私たちが出る場面が無くなってしまいました。このままではいけないということで、コロナ禍でもできる何か取り組みをしていかなければいけないと思っています。私が所属する浜北区だけに限って言えば、市民レクリエーションスポーツ大会で行うファミリーバドミントンの担当区になっていますので、研修として、スポーツ推進委員だけで集まり、実際にやってみながら審判講習会を行うなどの活動をしています。
司会（太田正義会長）
　　　評価に上ってこないような活動は地道に行われている可能性はあるということですよね。このようなデータ上に出てくるようなものは事前に決めたものなのでやはり影響を受けていますが、補足的にこういう状況下の中でも「できた」ことみたいな形でまたご意見をいただければと思います。数字に表れない成果みたいなものを補足的に出していくとよいかもしれません。
野田恒夫委員（浜松市医師会理事）
　　　成人に関するスポーツ実施率が低いのですが、スポーツと成人病との関係、介護予防などこういったことをもう少し宣伝していくと数値が上がってくるのではないかと思います。そういったことは我々医療従事者がもっと協力していかなければいけないと思っています。例えば大腸がんですとよく歩くと大腸がんの発生率が減るというデータもあります。人生100年時代の中で、スポーツで健康長寿の延伸を図るため、もう少し映像や資料等を使ってうまく宣伝していくとスポーツ実施率の向上につながるのではないかと思っています。
司会（太田正義会長）

　　　そういった研究も進んでいて、スポーツと健康のことなども新しい知見が出ていますので、また紹介していただければと思います。それでは議事1はここまでといたします。何かありましたら次の議事2にもつながってきますので、議事2でご意見をいただければと思います。
（2）令和3年度第2期浜松市スポーツ推進計画の取り組みについて
　　　　次の議事に移ります。議事（2）「令和3年度第2期浜松市スポーツ推進計画の取り組みについて」、説明をお願いします。
　事務局（北村）

　　　会議資料2をご覧ください。令和2年度の評価を基に、令和3年度の評価シートを作成しました。

それでは、最初に「するスポーツ」についてです。評価指標につきましては、令和2年度から変更したものが1つあります。

3中体連主催の全国大会出場延べ人数ですが、本年度は全国大会が実施されなかったので、本年度は障がい者スポーツ体験者人数を評価指標としました。来年度は実施され、多くの中学生が活躍してくれることを期待しております。

また、障がい者の週1回以上のスポーツ実施率につきましては、アンケート実施方法やその対象者人数等で事務局として課題となっているところです。ご意見をいただければと思います。

続いて、来年度の目指す方向性です。

【政策１】生涯スポーツの普及・推進

1市民スポーツイベントの推進では、本年度中止となってしまったスポーツイベントを、
コロナ禍の中でもできることを検討し、市民が参加できるスポーツイベントを実施してい
きます。

　　　2ライフスタイルに応じた多様なスポーツ活動の推進では、コロナ禍の中でもすべての人が参加できるスポーツ活動の推進として、子どもから高齢者まで楽しく気軽に参加できるウォーキングイベントや軽スポーツ活動の推進を図ります。また、障がい者スポーツ競技普及と場の確保として、本年度実施することができなかった市民レクリエーション・スポーツ大会でボッチャ交流会を実施します。市民が気軽にボッチャを体験できるよう、用具の貸し出しを行うとともにスポーツ推進委員が各地域に普及していきます。

【政策２】競技スポーツの支援・連携

　　　1トップアスリートの発掘、育成と競技力の向上では、全国大会出場者への支援として、本年度と同様激励金の交付をしていきます。

　　　2ジュニア選手の競技力向上では、トップアスリート等との連携・協力として、来年度は障がい者のトップアスリートを新たに派遣します。障がいの有無に関係なく誰もが取り組めるインクルーシブスポーツを推進していきます。次世代アスリートを発掘、育成する戦略的な体制等の構築として、市内小中学生を対象に設立運営されている市民スポーツ団体の自立と成長を促し、子どもたちの競技力向上とその未来を応援するため、本年度審議していただきました浜松市ジュニアスポーツ競技力向上等事業費補助金交付要綱を施行します。ジュニアスポーツ育成として、来年度も中体連競技力向上委員会へ事業委託し、競技力向上を図ります。

3スポーツを通じた女性の活躍促進では、来年度は女性アスリート指導者だけでなく、保護者や選手を対象とした講演会を実施したいと考えています。

【政策３】学校体育等との連携・充実

　　　青少年の運動習慣の確立に向けた取り組み、運動部活動、体育科授業の充実では、来年度も各学校へトップアスリート等を派遣するとともに、小体連、中体連の研修会に参加、支援をしていきます。

続いて「みるスポーツ」についてです。評価指標につきましては、令和2年度と同じです。トップアスリートの公開動画再生回数を本年度の実績から目標を25,000回としております。

　　　来年度の目指す方向性についてです。

【政策４】スポーツによるまちの活性化

　　　1スポーツの魅力発信・情報発信、2プロスポーツ等との連携・協働については、来年度も本年度と同様の取り組みを引き続き行っていきます。来年度実施予定の東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催を契機に、スポーツと身近に接する機会創出のための施策を進めていきます。また、トップアスリート連携事業によるイベントを実施することで子どもだけでなく、多くの市民がトップアスリートのパフォーマンスにふれることができる機会を創出していきます。

　　　最後に「ささえるスポーツ」についてです。評価指標につきましては、令和2年度から変更したものが1つあります。3のボランティアバンク登録者数ですが、ボランティア登録数ではなく、どれだけボランティアに参加してもらえるか、ボランティア機会の創出を図ることが必要だと考え、スポーツイベントでのボランティア参加者人数に変更いたしました。

　　　来年度の目指す方向性についてです。

　　　1スポーツ指導者の育成では、地域スポーツ指導者、スポーツ推進委員の育成と活用について、それぞれ講習、研修内容を充実することで資質・能力の向上に努めていきます。

　　　2ボランティアの育成及び発掘では、人材バンクの活用充実についてこれまでの審議会でご意見をいただきました「ボランティア機会の創出」に取り組みます。スポーツイベントにボランティアとして参加していただき、参加することでボランティアの資質・能力の向上を図っていきたいと思います。

　　　3スポーツ関係団体との連携・協力では、ボランティア機会の創出として、浜松市だけでなく各スポーツ関係団体にもボランティア機会の創出のお願いをしていきたいと思います。

【政策６】スポーツ施設整備と活用方法

　　　1公共スポーツ施設利用満足度向上では、来年度も指定管理施設と連携し、利用者満足度アップに向けた改善をしていきます。

　　　2学校体育施設の開放では、市民の方がより学校体育施設を利用しやすいよう、手続きの簡略化、学校事務の負担軽減を図っていきます。

　　　以上が、令和3年度推進計画の取り組みとして考えていることです。本年度委員の皆さまからいただいた意見を反映した取り組みもあります。ただし、コロナの状況によっては評価することができない、取り組むことができないものも出てくるかもしれません。来年度の取り組みについてご意見をいただきいと思います。

　　　よろしくお願いいたします。
　司会（太田正義会長）

　　　　見通しが立たない中なので、難しいところですよね。1年ぐらい前にも言ったと思いますが、数字にこだわることがないように、数字を上げなければになってしまうと本末転倒になってしまいます。コロナが収束するまでは、暫定的な数字の扱いということで進めていただいた方がよいかと思います。来年度も同様に数字を成果としてとらわれなくてもよいのではと思っていますが、委員の皆さまいかがでしょうか。
野田恒夫委員（浜松市医師会理事）
　　　先ほども申し上げましたが、医療従事者として、スポーツ医として考えなければいけないことがあります。こういったスポーツ実施率だけではなくて、例えば「スポーツとがん」、「スポーツと妊娠」、「更年期とスポーツ」、先ほど年代別のアンケートの話がありましたが、課題がある年代とスポーツというテーマで講演会ができるかと思います。また、コロナの蔓延期の中でコロナとスポーツをどう考えるかというテーマでアイデアを出し合うと何かおもしろい活動ができるのではないかと思います。
　油井房代委員（元浜松市幼稚園長会会長）
　　　先日受診した人間ドックの中で「週に2回30分以上の汗をかく運動をしていますか」という質問があったのですが、汗をかくほどの運動はやっていないと思いました。ドックをやる人も減っているというという話を聞き、自分も実際に行ってみて、自分ぐらいの年代の人が昨年に比べると少ないと感じました。スポーツのことや食事のことで、大腸がんや死亡率のことの話を聞き、運動することは本当に大切だなと思いました。それともう1点ですが、的が外れているかもしれませんが、「障がい者の週1回以上のスポーツ実施率」のことです。ちょうど私の知っている子どもさんがダウン症なのですが、ダンスのサークルに通っています。ダンスを教えてくれる人は誰ですかと尋ねたら、同じダウン症の子どもがいるお父さん、保護者の方だと教えてくれました。自分の子どもに自分が踊って見せたらすごく効果が高かった。それで教えているうちに一緒にやろうよという話になり、その人が中心となって活動しているようです。でも月2回が限度かなと参加されているお父さんも言っていました。何か身体を動かすことだって「障がい者の週1回以上のスポーツ」というと考えてしまいますが、それぞれに子どもさんに合った形でいろいろな所で取り組んでいるものもあるかもしれないし、個人的なものもあるので、数値には出にくいものもあるなと感じました。
司会（太田正義会長）

　　　　見通せない中での話なので、いろいろなアイデアやご意見を出していただくことが大事だと思います。先ほど少し調べてみましたら、2017年の市民アンケートのデータをいただだいて、こちらで分析をして事務局にお返しをしたものがあるかと思います。そのときには、市民アンケートでたくさんスポーツのことを質問することができました。身体的困難と健康状態を聞いています。身体的困難は困難を感じている、または、とても感じている。健康状態については、四件法ですごく健康から、まったく健康でないまで聞いています。身体的困難と健康状態には相関がかかっていることが分かりました。分析を進めようと思ったら20代から30代の方の身体的困難の回答がほとんどなく、つまりは無作為で分けてはいるのだけれども、やはりそこには障がい者の方はヒットしていない、もしくはヒットしても返ってきていないということです。60代以降になると、困難を抱えているという人の割合はぐっと増えます。そのときに思ったことは、障がいがある方については、決めて、積極的にとりにいかないと無作為抽出だと上がってこないのだと思いました。障がい者のデータは、年配の方だけになってしまいます。ただ、身体的困難があると答えた人のやりたいスポーツと身体的困難がないと答えた人のやりたいスポーツは全く一緒です。一番は体操、二番はウォーキング、三番がハイキングです。体操、ウォーキング、ハイキングあたりがどの層に向けても一番波及効果があるものではないかというのが分析から見えてきたことです。身体的困難を有していてもスポーツをやりたいという方が結構いらっしゃいました。身体が不自由であってもやりたい気持ちはもっていることが分かります。その他には、本年度の調査と全く同じになりますが、30代は平日も休日もほとんどスポーツをやっている時間がないと答えています。20代の方が休日にスポーツをする時間があると答えています。30代がほぼないと答えていますので、やはりこの30代が実施率を含めて課題であるかと思います。働き方改革が必要ですね。大規模で無作為にとっていますので、傾向は変わらないかと思います。もしかしたら2017年の調査もまだ参考になる可能性もあるかと思います。
尾田聡弘委員（浜松市小学校体育連合会長）
　　　　昨年、江之島にビーチコートが完成しましたが、そこにスポーツイベントを誘致する計画はあるのでしょうか。そういうのがあれば、また盛り上がりもあるかと思います。プロ野球の中日戦も浜松球場で毎年1回開催されていたと思いますが、令和3年度は開催されません。草薙球場はオープン戦を含め何試合か組まれているかと思います。お金の関係もあるかと思いますが、プロの方が参加、トップリーグ等のそういったイベントが浜松で開催されるとよいです。もちろんフットサルやバレーボール、バスケットボールなど浜松を拠点に活動しているチームがあるのも承知しています。以前、四ツ池陸上競技場で中日カーニバルが開催されていました。毎年とは言いませんが、あのようなイベントが何かしらあると盛り上がりが出てくると思いますし、それに付随してボランティア関係も募集でき、子どもたちだけでなくたくさんの人たちが本物を見る機会ができます。施設やお金の関係もあるかと思いますが、何年か先を見通して施設をよくしたり、イベントを企画したりできるとよいと思います。そういった点を含めて、今後のことを教えていただきたいです。
　事務局（金子）

　　　　ビーチコートの件ですが、今完成しているのは暫定的な整備になります。バレーが2面、サッカーが1面とれるぐらいの広さしかありません。これを将来的には広げていきます。今ある水泳場も解体し、国内最大級のビーチコートを整備していこうという計画で、目標は令和6年7月にオープンで進めています。完成し、オープンの際には尾田委員がおっしゃるように何か大きなイベントを誘致することができたらと考えています。合わせて大型スポーツの関係、例えばプロの試合等は、毎年とは言いませんが「何かすごいのが浜松に来たな。」と思っていただけるようなものを何か誘致できるように、スポーツコミッションの観点から検討していきたいと思います。
本間秀太郎委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）
　　　　施設を管理する方では、来年度もウィズコロナの中で、いかに三密対策等のコロナ対策をして競技をしていただくかという点が求められると考えています。競技をする施設がなければ、「するスポーツ」も「みるスポーツ」も「ささえるスポーツ」もできません。施設管理者としてはコロナ対策を粛々とやりながら対応していくしかないと思っています。数字的には来年度も「するスポーツ」、「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」の評価指標は落ちてくるのではないかと思いますが、コロナ禍の中でも、先ほど話がありました動画配信等、本年度効果があったものを更に内容が充実したものにして、より効果が高いものにすることで「する」「みる」「ささえる」人を増やしていくことができると思います。いろいろなスポーツ団体と連携し、対策を練って、一人でも多くの人がスポーツにかかわることができるよう努力していきたい。今はしっかりとした対策をとりながらスポーツを実施していくことが大事だと思っています。

司会（太田正義会長）

　　　時間になりましたので、議事はここまでといたします。たくさんのご意見をいただきありがとうございました。事務局は今回出た意見を参考にして、来年度第1回審議会での提案につなげていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　　　　議事の進行にご協力いただきまして、ありがとうございました。
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